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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、知的障害を伴わない広汎性発達障害児への包括的な教育支援プログラムの開
発を目的とした。研究では、１．広汎性発達障害の心理特性とアセスメント方法の開発、
２．広汎性発達障害児への指導プログラムの開発、３．広汎性発達障害児の関係者への支
援プログラムの開発、４．広汎性発達障害児への教育支援システムの調査を行った。 
本研究により、学齢段階において主に通常学級に在籍する知的障害を伴わない広汎性発達

障害児への教育支援プログラムを明らかにすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study was developed the educational program for the student with High 
Functioning Pervasive Developmental Disorders (HFPDD). The study consisted of four 
pieces of research. 1) Development of psychological assessment method for HFPDD. 2) 
Development of teaching program for student with HFPDD. 3) Development of support 
program for the relevant people of students with HFPDD. 4) Examination of 
Educational system for students with HFPDD. It was evident that Educational 
program for student with HFPDD enrolled in the regular class.   
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１．研究開始当初の背景 

 広汎性発達障害（Pervasive Developmenta

l Disorders，以下、PDDと略す）は、自閉症

（autism）やアスペルガー障害（Asperger's 

disorders）などを含む、脳の機能障害を基盤

とした社会性や対人関係、コミュニケーショ

ン、固執性や想像性に顕著な障害をもつ。 

 広汎性発達障害児は、社会参加に著しい困



難をもつため、幼児期から青年期・成人期に

至る系統的で一貫性のある教育支援プログラ

ムの必要性が指摘されてきた。そして、これ

までに、主に中・重度の知的障害をもつ広汎

性発達障害児を対象に教育支援プログラムが

開発されてきた。 

ところが近年の疫学調査から、知的障害を

もたない広汎性発達障害の出現率は、広汎性

発達障害全体の約50％を超え、しかも、その

多くが通常学級に在籍し、専門的な指導・支

援が得られないままいじめの対象となったり、

暴力的な行動を繰り返したりするなどの問題

が指摘されるようになった。 

また広汎性発達障害のある人が関係したと

される犯罪事件も報告されるなど、学校や地

域において不適応を抱え、孤立感を強めてい

る知的障害を伴わない広汎性発達障害児者の

実態と、地域生活のためのサポート体制の充

実と広汎性発達障害の理解を含めた学齢期か

らの教育支援の必要性が協調された。 
 「特別支援教育を推進するための制度の在

り方」（中央教育審議会答申・平成17年12月

８日）においても、通常学級に在籍している

高機能自閉性障害やアスペルガー障害などの

知的障害を伴わない広汎性発達障害児への対

応は喫緊の課題とされた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、通常学級に在籍する知的障害

を伴わない広汎性発達障害児の教育支援プロ

グラムの開発をねらいとした。 

プログラム開発では、特に以下の点に留意

した。第１に、学校や社会における著しい困

難さが主に小学校中学年から出現し、いわゆ

る２次的な障害の併存とあいまって中学・高

校段階までの持続するため、小学校中学年か

ら高校段階までをプログラム開発の対象とす

ること。 

第２に、広汎性発達障害児の教育支援にお

いては、広汎性発達障害のある児童生徒だけ

でなく、共に生活する、または指導・支援を

担う保護者や級友、指導者・支援者も強く支

援を必要としている状態にある。そこで、当

該の児童生徒に対する専門的な指導プログラ

ムだけでなく、彼らを取り巻く重要な人々に

対する専門的な支援プログラムの開発を含め

ること。 

第３に、広汎性発達障害への教育支援は、

長期にわたる一貫性や系統性、すなわち教育

支援の質の確保が重要となる。日本の学校教

育において、広汎性発達障害児への教育支援

プログラムの実施に加えて、それらを質的に

保障していくことは難しい現状があるが、今

後、それらを実現していくためのシステムや

方法について検討すること。 

以上をもとに、通常学級に在籍する知的障

害を伴いない広汎性発達障害児を対象に、小

学校中学年から高校段階にかけて、広汎性発

達障害児及び彼らを取り巻く重要な人々を対

象に、支援の質的な保障も念頭にした教育支

援プログラムを包括的として、その開発を目

的とした。 

 
３．研究の方法 

広汎性発達障害児への包括的な教育支援プ

ログラムの開発に、次の方法から取り組んだ。 

（１）研究１「広汎性発達障害の障害特性の

解明と心理アセスメント方法の開発」 
 医療機関において自閉症、あるいはアスペ

ルガー障害と診断された知的障害を伴わない

10名の児童生徒を対象に、臨床研究を実施し

た。年齢範囲は、小学校３年生から高校３年

であり、いずれも通常学級に在籍していた。

 それらの児童について、標準化された検査

に加えて、新たに開発した尺度を加えて、そ

の特性の解明と心理アセスメント尺度の開発

を行った。 

（２）研究２「広汎性発達障害児に対する指

導プログラムの開発」 



 小学校３年生から高校３年生までの知的障

害を伴わない広汎性発達障害のある児童生徒

10名を対象に、大学での臨床研究を行った。

それぞれの児童生徒に実施した個別及び小集

団での指導から、人間関係の形成において必

要な指導プログラムの開発を行った。 

指導プログラムは、単一事例実験計画法を

もとに評価し、効果と指導のために必要な環

境設定、方法、手立てについて明らかにした。 
（３）研究３「広汎性発達障害児への支援プ

ログラムの開発」 

 広汎性発達障害児とかかわる保護者などの

重要な人々を支援するための支援プログラム

について実践研究を行った。支援内容は、保

護者やきょうだいへの支援、級友への支援、

教師支援、それに余暇支援であった。対象と

なった児童・生徒とその関係者が生活する地

域、学校をフィールドとして支援を行い、支

援プログラムが有効に機能するための方法や

留意点について検討した。 
（４）研究４「広汎性発達障害児への教育支

援システムの実地調査」 

 アメリカのカリフォルニア州とニュージャ

ー州への調査研究を行い、広汎性発達障害児

とその取り巻く人々への教育支援のシステム

と管理方法について検討を行った。 
 
４．研究成果 

（１）研究１の成果 

広汎性発達障害児の心理特性を的確に把

握し、適切な指導課題を明らかにするために

必要な心理アセスメント尺度について、表１

のとおり明らかにすることができた。 
   表１．心理アセスメント尺度 

目的 尺度名 

症状評定 日本自閉症協会版 PARS 

広汎性発達障害評定尺度 

発達・社会生活

能力 

KIDS 乳幼児発達スケール 

新版 S-M 社会生活能力検査 

知的発達・情報

処理能力 

WISC-Ⅲ 

K-ABC 

学力 田研式標準学力検査 

社会性 心の理論課題 

社会的理解課題（＊） 

バロン・コーエンストーリー課題

こぐま社ストーリー課題（＊） 

道徳性知識課題 

対人関係 対人的相互作用尺度（＊） 

自己認知 自尊感情尺度 

自己評定尺度 

行動観察 直接観察フォーム（＊） 

生態学的調査 学校環境調査フォーム（＊） 

家庭環境調査フォーム（＊） 

地域環境調査フォーム（＊） 

生活スケジュール調査票（＊） 

 
なお、※印の尺度は、本研究において新たに

開発された尺度である。また、心理アセスメ

ント尺度の組み合わせ（テスト・バッテリー）

方法は、本研究の成果にもとづいている。 

（２）研究２の成果 

広汎性発達障害児への指導プログラムを、

人間関係形成プログラムとして表２のよう

に明らかにすることができた。 

表２．指導プログラムの概要 
指導領域 指導目標 指導プログラム 

信頼関係 信頼関係 先生と仲良くなる 

身体を使って伝える 

端的に話す 

表現豊かに話す 

話を伝える

文で伝える 

最後まで聴き取る 

ポイントを聴き取る 

話を理解す

る 

文から読み取る 

多数決で決める 

理由を見つける 

かかわり 

協調して決

める 

みんなで討論する 

平行遊び 同じ活動に参加する 

ゲームに参加する 

友だちを誘う 

共同遊び 

リズムにのる 

見立て遊び 見立てて遊ぶ 

ルールを守って遊ぶ 

遊び 

協調遊び 

勝敗を楽しむ 

相手に気づく 

表情・感情に気づく 

視点を変え

る 

意図に気づく 

複数の事実を捉える 

場面を捉える 

文脈を捉える 

状況理解 

状況を読み

取る 

場面を判断する 



好き嫌いを知る 

長所短所を知る 

気持ちを知る 

考え方、捉え方を知る

価値観を知る 

自分の支えを知る 

自己理解 

原因の捉え方を知る 

好き嫌いを知る 

長所短所を知る 

気持ちを知る 

考え方、捉え方を知る

価値観を知る 

その人の支えを知る 

人間理解 

他者理解 

原因の捉え方を知る 

やりたいことを選ぶ 

意思を発表する 

自分の意思

を表明する 

  権利を主張しよう 

お金の使途を決める 

日程を決める 

活動時間や活動内容

を決める 

計画を決め

て実行する 

行く場所、人、行き方

を決める 

やりたいことを選ぶ 

お金の使途を決める 

日程を決める 

活動時間や活動内容

を決める 

自己決定 

（自分らし

さの発揮） 

集団の中で

自分の意思

を表明する 

行く場所、人、行き方

を決める 

友だちのこと 

自分のこと 

人間関係 

家族のこと 

生活スケジュール 

学校生活 

通学・通所 

社会生活 

家庭学習 

人生設計 進路 

緊張事態 

生活づくり 

（生活の中

での問題解

決力） 

困った事態 

いじめ 

 

なお、指導プログラムは広汎性発達障害

児への人間関係形成プログラムとして刊行

作業を進めている。 
（３）研究３の成果 

 広汎性発達障害児の支援プログラムとし

て表３のとおり明らかにすることができた。 
表３．支援プログラムの概要 

対象 プログラム 
行動の理解と対応 

保護者 
心理的支援（自己理解） 

きょうだい きょうだい会 
仲間づくり（小学生） 
自己理解（小学生） 級友 
自他理解（中学生） 
行動の理解と対応 
授業づくり 教師 
チーム支援 

余暇 長期休暇 
 

（４）研究４の結果 

 広汎性発達障害のある一人一ひとりの教育

的ニーズに応えるためには、個の独自性と多

様性を認め、尊重し、それを肯定的に捉える

なかでその独自性と多様性に応えていくため

の基盤づくりが求められる。 

例えば、ニュージャージー州では、知的機

能が高くても自閉症であるとその児童はフル

タイム特別支援学級で学習を受けていた。今

回、カリフォルニア州とニュージャージー州

を訪問し、広汎性発達障害児への教育につい

てそれぞれの州でその進め方に違いがあるこ

とが確認できた。しかし、その州毎に多様性

はあるものの、いずれの州でもIDEAは遵守さ

れていた。 
 また支援内容を考えていくとき、最小制約

環境の実現という原則のなかで、一人ひとり

に必要な特殊教育プログラムと関連サービス

が設計され、IEPに盛り込まれていくことも共

通していた。加えて、支援及び支援の質の管

理・運営に対する考え方や対応についても共

通していた。すなわち、一人一人の教育的ニ

ーズに応えていくための基盤づくりがきちん

と行われていると考えた。そのことが、広汎

性発達障害児の特別なニーズに応えることを

可能にしていると考えられた。 
 日本では、特別支援教育の充実のために校

内委員会などの校内支援体制の整備、特別支

援学校のセンター化、さらに支援員をはじめ

とした多様な人材と活用と関係機関との連携



が進められてきている。しかし、それらを進

めていくための共通の理念、仕組み、管理・

運営、人材の確保と養成・研修の部分につい

てほとんど検討されていない。 

特別支援教育が充実し、一人ひとりの教育

的ニーズに応じた適切な教育を実現していく

ためには、通常の学級での指導形態や指導上

の配慮、通常の学級での学びを支援するため

のさまざまな関連サービス、家庭へのサービ

ス、親へのサポートと親教育、チーム支援と

連携を支える仕組みなどの充実に加えて、支

援のための原則、効果的な支援や支援の質を

管理・運用していくための仕組みづくりにつ

いても十分に検討していく必要がある。 
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